
議
員
　
平
成
28
年
度
予
算
は
前
年
度
よ
り

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
根
拠
は
。

教
育
次
長
　
平
成
28
年
度
は
１
１
，
０
０

０
千
円
を
基
金
へ
繰
り
出
す
た
め
。

議
員
　
現
在
修
学
資
金
貸
与
中
71
名
返
済

期
限
と
利
息
は
。

教
育
次
長
　
無
利
息
で
卒
業
１
年
後
か
ら

10
年
以
内
で
返
還
。

議
員
　
今
後
給
付
型
奨
学
金
導
入
の
計
画

は
あ
る
か
。

教
育
次
長
　
導
入
に
は
予
算
の
裏
づ
け
を

踏
ま
え
る
な
ど
の
検
討
が
必
要
。
ま
ず
は

安
定
的
に
貸
与
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

議
員
　
高
校
入
学
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
一

人
あ
た
り
約
９
０
０
万
円
の
教
育
費
が
必

要
。
２
０
１
４
年
長
野
県
で
給
付
型
奨
学

金
（
上
限
30
万
円
）
を
創
設
。
要
返
還
の

奨
学
金
制
度
は
あ
る
が
、
大
学
卒
業
後
の

就
職
・
返
還
リ
ス
ク
な
ど
の
背
景
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
貸
付
制
度
を
利
用
で
き
な

い
と
の
声
に
押
さ
れ
て
創
設
し
た
。
親
の

負
担
が
一
段
と
重
く
な
っ
て
い
る
現
実
。

日
本
国
憲
法
第
三
章
国
民
の
権
利
及
び
義

務
第
二
十
六
条
で
謳う
た

わ
れ
て
い
る
。「
す

べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く

教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
こ
の
精

神
に
の
っ
と
り
教
育
環
境
の
改
善
を
期
待

す
る
。 無

会
派
　
清
宮
　
寿
子
　
議
員

問　

修
学
に
対
し
て
経
済
的
援
助
を
、
奨
学

金
制
度
は

答　

修
学
資
金
と
入
学
準
備
金
の
二
種
類
の

貸
与
を
実
施

渋滞する二軒茶屋交差点

議
員
　
東
海
村
の
国
道
２
４
５
号
線
は
、

拡
幅
４
車
線
化
が
進
行
し
て
い
る
。一
方
、

６
号
線
は
、
二
軒
茶
屋
交
差
点
を
ネ
ッ
ク

と
し
た
交
通
渋
滞
が
常
態
化
し
て
い
る
。

村
民
生
活
、
経
済
活
動
、
防
災
な
ど
の
観

点
か
ら
も
４
車
線
化
が
必
要
で
あ
る
。
東

海
村
と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
二
軒
茶
屋
交
差
点
を
ネ
ッ
ク
と
し

た
渋
滞
を
回
避
す
る
車
両
が
生
活
道
路
へ

進
入
し
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
を

伺
い
た
い
。

建
設
農
政
部
長
　
国
道
６
号
は
、
広
域
幹

線
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ
る
が
、

本
村
を
含
む
日
立
都
市
圏
で
は
大
部
分
が

２
車
線
で
あ
り
、
各
所
で
慢
性
的
な
渋
滞

を
招
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
茨

城
県
北
国
道
６
号
整
備
促
進
期
成
会
」
な

ど
に
お
い
て
国
土
交
通
省
及
び
財
務
省
、

並
び
に
国
会
議
員
な
ど
へ
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
平
成
27
年
11
月
に

は「
茨
城
県
国
道
６
号
整
備
促
進
協
議
会
」

が
発
足
し
、
要
望
活
動
を
開
始
し
た
。
生

活
道
路
へ
の
迂
回
車
両
の
進
入
に
つ
い
て

は
、「
み
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
中

心
に
、
地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
て
安

全
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

新
政
と
う
か
い
　
寺
門
　
定
範
　
議
員

問　

国
道
６
号
線
の
４
車
線
化
に
つ
い
て

答　

今
後
も
関
係
市
町
村
と
連
携
し
て
要
望

し
て
い
く

一
般
質
問
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